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１．全銀システム：一企業から見た課題 

 

２．花王グローバルキャッシュマネジメントの狙いと展開 

 

３．外銀・邦銀のGCMS各サービス比較 

 

 



会 計 財 務 部 門 
Accounting & Finance  全銀システムの課題：一企業から見た課題 

全銀システムの課題 

 XML電文を用いた業務の効率化 
金融EDIの実現（入金照合自動化） 

海外送金の場合、全銀フォーマット
では、項目桁数が足りない 
 会社名 

 受取人名 

 宛先住所  

 大口支払の取扱 
 1件100億円以上の資金送金を可能へ
（送金金額欄が10桁までのため）  

 

 全銀ベーシック手順通信方法がFAX

並の安全性しかない？ 

 

 

 

 24HR 365日化 へ 

 

現状及び ﾌﾘｰｺﾒﾝﾄ 
第6次全銀ｼｽﾃﾑで、XML対応が済んでいるため、
その対応が可能だが、 

→ 国内支払においては、現行の全銀ﾌｫｰﾏｯﾄで
ほぼ支障がないため、弊社において、社内ｼｽﾃﾑ
の全銀XMLの対応は、現時点で行っていない。 

→ 売掛入金、海外支払では左記ニーズが高い。 

欧州SEPAの如く、公的機関関与によるXMLを活用
したルール及び導入時期を明確にしたｱｼﾞｱ域内支
払フォーマットの標準化が実現できないか 

→SEPAを活用した社内事例 次頁参照 

 

→外国送金支払データについて、外銀からはFAX
連絡後、電話確認が必須条件 

→(全銀ﾌｫｰﾏｯﾄor外銀XML対応)＊ｲﾝﾀｰﾈｯﾄSFTP
であれば、上記確認作業不要。 

 

→15:30以降であっても、当日Valueで送金が可能と
なり、便利となる。全銀システム加盟行がすべて対
応するとグローバルで最先端となる？ 
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EURﾌﾟｰﾘﾝｸﾞSEPA利用 地域支払代行体制(例) 

 

 

 

日本 

邦銀 CMS 

 

 

 

スペイン 

ドイツ 

EUR口座 

スペイン 

EUR 

口座 

 

 

 

フランス 

 

 

 

オランダ 

ドイツ 

EUR口座 

フィンランド 

EUR口座 

ドイツ 

EUR口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

ﾐﾗｰ 

口座 

スペイン 

EUR 

口座 

フランス 

EUR 

口座 

オランダ 

EUR 

口座 

オランダ 
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口座 

支店内資金集中 @日々最終残高 

 

 

 

イタリア 

ﾐﾗｰ 

口座 

イタリア 

EUR 

口座 

 クロスボーダー資金集中＠16:00 (CET) 

… 

残高ゼロ（０）へ 

16:00(CET) 時点の口座残高をゼロ（０）へ 

ﾐﾗｰ 

口座 

日本 

EUR 

口座 

支払代行（POBO） 

日々資金集中を行い、日々の口座残高に応じた社内金利をプーリング参加会社に付与（＋または－） 

SEPA(Single Euro Payment Area、単一ユー
ロ決済圏) 導入にあたって、花王グループは、
プーリング口座を活用した代行支払を開始。 

 EU加盟国を含めた32カ国において、国内外
の区別なくユーロ建ての小口決済が行える 

（２０１４年８月以降強制適用） 

ドイツ子会社 

プーリング 親口座   
支払代行（POBO） 

EUR 

各社支払業務のゼロ化、送金手数料の最小化 実現 欧州域内では利息に源泉税かからず 
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１．全銀システム：一企業から見た課題 

 

２．花王グローバルキャッシュマネジメントの狙いと展開 

 

３．外銀・邦銀のGCMS各サービス比較 
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 花王のグローバルキャッシュマネジメントとは 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ基盤整備 

資金の「見える化」 

SSC 

1. グローバル銀行選定 
2. ネッティング （関係会社間サイトの標準化） 
3. プーリング （ＵＳ＄，ＥＵＲ，ＧＢＰ, ＭＹＲ） 

4. ルールの整備（借入枠の設定、運用規定、配当政策） 

6. グローバル資金の「見える化」 
7. グローバル資金繰り表 
8. リージョン別為替管理 

2011 2012 2013 2014 

SSC 5. ユーロ圏支払代行 9. 地域別支払・事務代行 
10. サプライヤーファイナンス 
11. 地域別売掛管理 

（各社別管理からグローバル、地域別管理へのスムーズな移行） 

0.  日本、中国
支払集約 

SSC 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで運転資金をより効率化し、資金の更なる有効活用を促進する 

2015 
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 花王のグローバルキャッシュマネジメントとは 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ基盤整備 

資金の「見える化」 

SSC 

1. グローバル銀行選定 
2. ネッティング （関係会社間サイトの標準化） 
3. プーリング （ＵＳ＄，ＥＵＲ，ＧＢＰ, ＭＹＲ） 

4. ルールの整備（借入枠の設定、運用規定、配当政策） 

6. グローバル資金の「見える化」 
7. グローバル資金繰り表 
8. リージョン別為替管理 

2011 2012 2013 2014 

SSC 5. ユーロ圏支払代行 9. 地域別支払・事務代行 
10. サプライヤーファイナンス 
11. 地域別売掛管理 

（各社別管理からグローバル、地域別管理へのスムーズな移行） 

0.  日本、中国
支払集約 

SSC 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで運転資金をより効率化し、資金の更なる有効活用を促進する 

2015 
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配当による国内還流 

 為替換算調整の変動縮小 

 再投資資金に充当 

→グローバルな財務戦略 

 

資金の効率化  ：外部借入や送金手数料等の減 
財務リスクの軽減：通貨危機対応・借入リスクの減 
業務の効率化  ：決済件数の減（8000件⇒550件） 
          新規人員の創出 
内部統制強化  ：SAPによる“見える化” 実現 
マインドの変化 ：グループとグローバル意識の高まり 

 

8 

（社） 

    2011 2012 2013 累計 

  ◆ネッティング 合 計 27 16 4 47 

  アジア 13 6 2 21 

  欧 州 8 9 1 18   ■グローバルルールの策定 

  米 州 6 1 1 8     ・決済サイト 

                ・貸付枠 

  ◆プーリング 合 計 22 30 2 54     ・子会社配当政策 

   US$ 計 16 5 1 22     ・運用規定 

  アジア 6 2   8     ・取引銀行 

  欧 州 4 2   6     ・ 

  米 州 6 1 1 8     ・ 

   EUR 計 6 16   22 

  アジア   2   2 

  欧 州 6 14   20 

   GBP 欧 州   4   4 

   MYR アジア   5 1 6 

            

（上記通貨の他、中国元（RMB）については、2010年より11社がプーリングを実施） 

グローバルキャッシュマネジメント（開始年と会社数） 
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 アジア諸国：ネッティング・プーリング他制約有無 

各国 自国通貨の 

外国送金 

 中国 △ 要認可 

 香港 ○ 

 台湾 ×  

 インドネシア   ×  

 フィリピン      × 

 マレーシア ×外貨建のみ可 

 シンガポール ○ 

 タイ × 

 ベトナム × 

 韓国 × 

 ロシア × 

 日本 ○ 

 ・  ・ 

ｸﾛｽﾎﾞｰﾀﾞｰ
ﾌﾟｰﾘﾝｸﾞ 

△ 要認可 

○ 

○ 

○ 

○ 一部手対応 

○  

○ 

× 

× 

× 

× 

○ 

 ・ 

ｸﾛｽﾎﾞｰﾀﾞｰ 

支払代行 

× 

○ 

○ 

×  

× 

△ 国内は可能 

○ 

× 

× 

△ 国内は可能 

× 

○ 

 ・ 

ｸﾛｽﾎﾞｰﾀﾞｰ 

ﾈｯﾃｨﾝｸﾞ 

△ 要認可 

○ 

○ 

○  

○ グロスのみ可 

○ グロスのみ可 

○ 

△要確認項目あり 

× 

× 

× 

○ 

 ・ 

現時点で花王が把握している情報に基づく。（花王として責任は持ちません。） 
プーリングによって発生する利息に「源泉税」がかかる。 

事務代行展開 
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 花王のグローバルキャッシュマネジメントとは 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ基盤整備 

資金の「見える化」 

SSC 

1. グローバル銀行選定 
2. ネッティング （関係会社間サイトの標準化） 
3. プーリング （ＵＳ＄，ＥＵＲ，ＧＢＰ, ＭＹＲ） 

4. ルールの整備（借入枠の設定、運用規定、配当政策） 

6. グローバル資金の「見える化」 
7. グローバル資金繰り表 
8. リージョン別為替管理 

2011 2012 2013 2014 

SSC 5. ユーロ圏支払代行 9. 地域別支払・事務代行 
10. サプライヤーファイナンス 
11. 地域別売掛管理 

（各社別管理からグローバル、地域別管理へのスムーズな移行） 

0.  日本、中国
支払集約 

SSC 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで運転資金をより効率化し、資金の更なる有効活用を促進する 

2015 
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欧米競合企業は、CCC改善を積極的に進めている 

欧米企業は、運転資金マネジメントに力点が置かれている 

日 日 

在庫 

売掛金 

買掛金 

「Cash on the table」 

CCC*=(在庫/売上原価+売掛金/売上－買掛・未払金/売上原価) * 365  

国内競合 欧米競合 

公表された財務諸表を使用し、B/S項目は、期首、期末の平均で算出 CCC* 売上を分母にする場合もあり  
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P&G、サプライヤーへの支払い期間を延長  April 16, 2013, 10:55 p.m. ET  Wall Street Journal  

P&Gはサプライヤーへの支払い期間をさらに数週間追加することで、20億㌦のキャッシュを手元に残すこ
とが可能となる。P&Gはその現金を海外の新工場に投資や自社株買いに活用する。 

欧米競合企業は、CCC改善を積極的に進めている 

CCC：ｷｬｯｼｭｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝｻｲｸﾙ (在庫/売上原価+売掛金/売上－買掛・未払金/売上原価) * 365 
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  e.g. 

15日 

送金 
有効期日に支払 

             e.g. 75日 

取
引
先 

送金 

すべて： 
日本 

導入済 

ＥＵＲ完了 

ﾏﾚｰｼｱ、 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

完了 

導入予定 

 花王グループ 支払フロー ＳＳＣ化への挑戦 

関
係
会
社 

第
三
者 

国内送金 

小切手 

海外ACH 

海外大口 
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 e.g. 45日 

日本国内 

一括信託 

導入済 
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各社主体 

資金管理 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ資金管理 

体制への移行 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ資金管理 

体制基盤構築 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ資金管理 

体制の発展・確立 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ資金管理 

体制の継続 

各社主体での
個別資金管理 

ＣＭＳ導入・金融拠点 

ﾏﾆｭｱﾙ資金情報見える化 

ｼｽﾃﾑでの資金情報見える化 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ間取引ｻｲﾄや商流の整備 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内決済 

為替ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ集中化 

ｲﾝﾊｳｽﾊﾞﾝｸの確立（ＳＳＣ） 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ資金管理
体制の維持、改善 

Ｔｈｉｎｋ！別冊より抜粋 
各社の最適化 

全体最適への入り口 

ﾘｰｼﾞｮﾝの最適化 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙの最適化 

全体最適の継続 

 資金管理：目指す姿に向けたステップ 

多くの日本企業
のｽﾃｲﾀｽ 

青字：2011~2012 

赤字：2013~ 

花王は、ＣＭＳを進化させることにより、欧米企業並み資金管理体制がほぼ整う 

各社 

管理 

日々運転資金（できるだけ小さく） 

短期運用資金 

中期運用資金 

連結ベース 

通貨 

管理 

資金 

管理 

資金 

管理 
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１．全銀システム：一企業から見た課題 

 

２．花王グローバルキャッシュマネジメントの狙いと展開 

 

３．外銀・邦銀のGCMS各サービス比較 
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外資系銀行 邦銀 

 共通 
 Transaction Service部門を90年頃に
設立し、システム投資に注力  

 ユーロマネー等、GCMSでトップランク

の銀行と付き合うことにより、早期にベ
ストプラクティスを導入可能 

 本社主導でGCMを進める際、現地ス
タッフの賛同が得やすい 

 導入専門チームによるプロジェクト形式
による導入サポートを得られる 

 どこに進出してもほぼフルバンキング
サービスを受けられるため、地場銀行と
付き合う必然性がない 

 グローバル１システムでトータルソ
リューション（プーリング、ネッティング、
資金の見える化、キャッシュフローの予
定、実績フォロー、ホスト間接続の仕組
み等） を持っている 

 世界の標準（ISO20022）をリードしてい
る 

 共通 
 現地にて、日本人、日本語というメンタ
ルに優しいサポートが受けられ、安心
感がある 

 トラブル対応等、人的サポートが、きめ
細かい 

 リージョン主導でCMSを導入する際、

親身になって導入、サポートを得られ
やすい 

 規制の厳しい国において、アドバイス、
情報収集等を受けられ、とても助かる 

 セキュリティ最優先とした仕組みとなっ
ていて安心感がある 

 日系企業の会社の大小に関わらず、
ほぼすべての日系企業をサポートして
くれる 
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外銀・邦銀のGCMS各サービス比較  (1/2) 
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EUROMONEYホームページより 
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 プーリング 

 グローバルプーリング対応完備 

（時差があってもValue Date 対応可） 

（社内金利を日々LIBORﾍﾞｰｽで対応可） 

（集中した資金を翌朝リバース対応可） 

（３階層以上対応可能） 

 ネッティング 

 確立された仕組み。マルチラテラル対応 

 銀行側に専門の導入チームがあり現地に
対しての教育も完備。 

 一貫した標準ｼｽﾃﾑで会社毎の修正不可 

 その他 

 キャッシュフロー予定・実績システム、
グループ会社の資金の見える化実現可 

 ホスト間接続の仕組みで、業務効率化可 

 クロスボーダーサプライヤーファイナン
ススキームをグローバルで保持可 

 プーリング 

 欧州等時差がない国でのプーリング進展 

 最近Follow the Sunの場合、時差対応可 

 

 

 ネッティング 

 企業毎のニーズに比較的フレキシブルに
対応してもらえる 

 

 

 その他 

 きめ細かなサポート体制 

 

 

 

 

外資系銀行 邦銀 
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外資系銀行 邦 銀     備    考 

システム完成度 ◎ △ 外：９０年代～ 

 プーリンググローバル ◎ △ 外：24時間対応 

       リージョン ◎ ○ 邦：欧州€ﾌﾟｰﾘﾝｸﾞ多 

 ネッティング ◎ ○ 外：ｼｽﾃﾑ完成度高い 

 他(CFF*, ホスト間接続, SF*） ◎ △ 外：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業の武器 

 プラットフォーム １ ２以上 外：ISO XML対応準備済 

フルバンキングサービス  ◎ △ 邦：一部のみ 

人的サポート ○ ◎ 

  現地日本語対応 ○ ◎ 外：海外主拠点JPﾃﾞｽｸあり 

  現地サービス ○ ○ 

  規制対応国サービス ○ ◎ 

  中小企業外国進出 △ ◎ 外：グローバル企業のみ 

  プロジェクト対応 ◎ ○ 外：専門部隊あり 

・邦銀ゆえの強みを維持し、リージョン展開を行う ・事業会社不可欠なｼｽﾃﾑ投資に特化   

・あるものに追いつくのは、比較的容易         ・世界共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの思考 

CFF：ｷｬｯｼｭﾌﾛｰﾌｫｰｷｬｽﾄ（資金繰予定、実績）, SF: ｻﾌﾟﾗｲﾔｰﾌｧｲﾅﾝｽ 
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日本 

欧州 

米州 

アジア 

１プラットフォーム 

日本 

欧州 

米州 

アジア 

２プラットフォーム 

・外資系銀行の場合、仕組みを作成する段階から、自国を含めたグローバル展開が前提。 

・邦銀の場合、日本の仕組みを維持しながらのグローバル展開。 

       →  使用できるシステム投資額に大きく差が出てくる？ 

顧客エリア 顧客エリア 

銀行 銀行 
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１．全銀システム：一企業から見た課題 
 XML電文を用いた業務の効率化 →ｱｼﾞｱ版SEPA？ 

 全銀通信（特にｸﾛｽﾎﾞｰﾀﾞｰ)の安全性 

 24HR 365日化 

２．花王グローバルキャッシュマネジメントの狙いと展開 
 GCM完成には色々ｱﾌﾟﾛｰﾁがあるが、花王は銀行の仕組みの徹底活

用（安価でﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽ早期実現可能）    
  → ﾏﾙﾁﾊﾞﾝｸで対応できるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを安価に利用できないか？ 
 欧米競合は近年、運転資金改善ﾂｰﾙとしてCMSを利用 
 アジアは欧米に比べて送金規制、源泉税等多数あり 
  → 国の働き掛けによる規制等の改善は、可能か？ 

３．外銀・邦銀のGCMS各サービス比較 
 外銀、邦銀のCMSｼｽﾃﾑは、現状では大差あり 
 邦銀：追いつけ追い越せでいくか、独自性でいくか？ 
 邦銀：日本企業外国進出全包囲網サポートの維持望む 
 世界共通の標準ﾌｫｰﾏｯﾄの採用か？ 

 まとめ 

３. 外銀・邦銀のGCMS各サービス比較は、牧野が１９９４～１９９９年アジア駐在、２００３～２００７年欧州駐在、２０１０～２０１４年財務所
属の限られた期間、限られた銀行との情報を元に主観的に記載したため、間違った情報もあると思います。その際は、ご容赦願います。 


